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№ 項　　　　　　　　目 因子負荷量 共通性
〔スポーツに対する価値意識　α＝ .81〕
31. スポーツマンは何事もやり抜く根性がある人が多い .62 .36
23. スポーツは世界平和に貢献する .61 .33
35. スポーツは芸術作品と同じように人を感動させる力をもっている .60 .37
1. スポーツは日常生活を豊かにする大きな生きがいとなる .59 .35
30. スポーツは人間形成に欠かせない .59 .36
12. スポーツは社会の中で高く評価されている .57 .33
2. スポーツマンには決断力のある人が多い .57 .25
13. スポーツマンにはリーダーシップの能力が高い人が多い .49 .39































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
　　〔Ⅰ：自己志向　α＝ .58〕
20. スポーツはいつでもやめられる気楽さをもって行うべきだ .58 -.17 -.08 .08 .21
32. スポーツではそのときそのときが愉快であればそれでよい .56 -.09 -.12 .13 .38
27. チームの勝利のためであっても，自分は犠牲になりたくない .43 -.03 -.07 -.03 .35
28. スポーツ選手は自分を活かすためにはチームの移籍などを積極的に行ってよい .38 -.11 .05 -.06 .16
34. 誤審が起こるくらいなら，審判をすべて最新機器で行ったほうがよい .38 .01 .10 .00 .16
　　〔Ⅱ：規範意識　α＝ .56〕
24. 相手チームの選手にヤジをとばしたり口ぎたなくののしるのはよくない -.00 .62 -.02 .00 .27
29. ドーピングをしてまで肉体改造をすることは，許されないことだ -.05 .46 -.09 -.07 .26
36. スポーツではあいさつや言葉づかいなどを大切にすべきである -.22 .45 .16 .06 .23
11. スポーツでは，勝つためにルールを破ってファールをしてもかまわない（Ｒ） .18 -.43 .20 .08 .38
　　〔Ⅲ：勝利志向　α＝ .48〕
16. スポーツである限り，勝負には勝たねばならない -.04 .05 .49 .05 .18
6. スポーツでは，倒れるほど練習することが大切である -.37 -.10 .48 -.03 .28
4. 監督，コーチや上級生が，チームを強くするために体罰を加えることは許される .03 -.15 .40 -.01 .25
15. 監督やコーチの命令にはメンバーは全面的にしたがうべきだ -.06 .27 .39 .22 .24
　　〔Ⅳ：人間関係　α＝ .43〕
21. 技術に関わらず，年上の者がチームでリーダーシップを発揮するのは当然だ -.01 .04 .15 .66 .29
33. 技能レベルが低くても，年上の人が選手に選ばれるのは当然だ .25 -.10 .01 .42 .47








































































































































































































































































































































（*** ｐ＜ .001）　　（　）カッコ内は SD
表７　スポーツ少年団・運動部活動所属別にみたスポーツ観平均得点（上段：男子，下段：女子）
カテゴリー
１）無所属 ２）運動部活動 ３）運動部活動・スポ少 主効果
・F 値
多重比較





































































































































































階梯 性 所属期間 １　位 ２　位 ３　位 ４　位
中学生
男子
０年 ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業友 人 ・ 知 人 部 活・ ク ラ ブ
１～３年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業 友 人・ 知 人
４～６年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業
７年～ 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業
女子
０年 ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業 友 人・ 知 人 部 活・ ク ラ ブ
１～３年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業
４～６年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業
７年～ 部 活・ ク ラ ブ 友 人・ 知 人 ＴＶ・メディア 体 育 の 授 業
階梯 性 所属期間 １　位 ２　位 ３　位 ４　位
高校生
男子
０年 ＴＶ・メディア 部 活・ ク ラ ブ 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業
１～３年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業
４～６年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業
７年～ 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業
女子
０年 ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 部 活・ ク ラ ブ 体 育 の 授 業
１～３年 ＴＶ・メディア 部 活・ ク ラ ブ 体 育 の 授 業 友 人・ 知 人
４～６年 部 活・ ク ラ ブ ＴＶ・メディア 友 人・ 知 人 体 育 の 授 業






































































































芸術感動 生きがい 人間形成 社会評価 暇つぶし
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図１　「テレビ・メディア」を１位とした中学生のスポー
　　　ツに対する価値意識の項目別男女別平均得点
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ダーシップ」（人間関係）の項目で，女子は男子に
比して有意に低い値を示した．一方，「テレビ・メ
ディア」から影響を受けた中学生の分析結果（図
４）からは，「勝利志向」カテゴリーに関する項目
において「体育の授業」を１位とした女子の得点よ
りも高かったこと，有意差は認められないものの男
子よりも高い値を示したことが示唆された．ここで
も先に指摘したものと同様に，体育授業におけるメ
ディア・リテラシー形成の必要性が示唆されている
ように思われる．
　以上のことから，中学生のもつスポーツに対する
イメージや感じ方に対して影響する力が何であれ，
相対的にスポーツは人を感動する力を持っている得
点は高かった．しかしながら，スポーツが日常生活
を豊かにする上で大きな生きがいとなることや人間
形成にはスポーツが欠かせない点といったスポーツ
に対する価値意識の違いは，影響を受けた環境や男
女によっても違いが生じることが明らかとなった．
つまり，どこから何によって最も影響を受けたかに
よって，勝負に対するこだわり方が変わってくる
し，人に気を配れるかどうか，人間関係性にも影響
を及ぼすなど，スポーツ観の形成のされ方に差異が
生じてくる．加えて，そのことによって，それぞれ
1
2
3
4 男
女
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図３　「体育の授業」を１位とした中学生のスポーツ
　　　観の項目別男女別平均得点
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図４　「テレビ・メディア」を１位とした中学生のスポ
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のスポーツに対する価値意識へと影響していること
が認められた．
　最後に，もっとも影響を受けたと答えた１位の回
答別に中学生の運動部活動やスポーツ少年団などの
人数を所属別に表10に示した．「体育の授業」，「テ
レビ・メディア」，「友人・知人」に１位と回答した
生徒は，部活所属群，スポ少経験群，両方なし群と
それぞれ均等に存在していた．順位に違いはあるも
のの，運動部活動やスポーツ少年団に所属していた
としても，「体育の授業」に最も影響を受けたと答
えた生徒も含まれていることを確認しておきたい．
Ⅳ．まとめと今後の課題
　以上のような調査結果から，三つのことを指摘で
きるであろう．まず一点目は，先行研究でも指摘さ
れてきたように，本調査においても運動部活動やス
ポーツ少年団など，組織的スポーツ経験のある生徒
とそうでない生徒との間には，「スポーツに対する
価値意識」「スポーツ観」いずれにおいても差異が
認められたこと．二点目は，学校における「体育の
授業」のスポーツ観形成への影響力がほかの要因に
比べて相対的に低いことが示唆された．加えて，こ
の影響を受けた順位には，中学生と高校生との間に
違いがみられたこと．最後に三点目として，スポー
ツに対するイメージ形成に対して最も影響を受けた
ものが何であっても，また男女の違いによっても，
スポーツに対する価値意識やスポーツ観の形成に違
いがみられ，スポーツ観の形成がなされることがわ
かった．
　これらの結果から，体育の授業に限らず，個性的
なスポーツ経験というものが中学生や高校生のス
ポーツに対する価値意識やスポーツ観を形成してい
ることは明白である．したがって，膨大なスポーツ
情報やニュースに対して，すべてを取り込むだけで
はなく，それらの情報を批判的に捉えることによっ
て，スポーツ情報を取捨選択しながらスポーツ文化
　表10　１位の回答別にみた中学生の部活・スポ
　　　　少所属数
１位 無所属 運動部活動
運動部
活動・
スポ少
計
体育の授業 24（42.9）
22
（39.2）
10
（17.9）
56
（100）
テレビ・
メディア
68
（30.4）
78
（34.8）
78
（34.8）
224
（100）
友人・知人 23（24.7）
29
（31.2）
41
（44.1）
93
（100）
スポーツ・リテラシー研究への一視角　－スポーツに対する価値意識とスポーツ観との関連から－
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と関わっていく力，言い換えれば，黒川・海野ら
（2006，2006ａ）が提起する「スポーツ・リテラ
シー」概念注）から，これまでの学校体育のありか
たを問い直すことが求められていると考える．
　本研究を通じて，スポーツのグロバリゼーショ
ン，メディアスポーツの発展・肥大化，他方で学校
体育・スポーツにおける教育力（教育可能性）の相
対的比重の低下が進行するもとで，子ども・青年の
スポーツに対する価値意識およびスポーツ観がどの
ような在り様をしているのかについて明らかにして
いくための基礎的資料を得ることができた．今後は
「スポーツ観」測定尺度の作成に取り組むととも
に，それを用いながら，体育授業で批判的リテラ
シーを育む上で今何ができるのか，また今何をすべ
きかについて検討する必要がある．今後の課題とし
たい．
＜注＞
　黒川・海野ら（2006・2006ａ）はスポーツ・リ
テラシーの概念を整理する中で，スポーツ・リテラ
シーの内包を，「主体（個人及び集団）がスポーツ
実践に多様な形態で参加し，その過程における経験
をスポーツ文化に関する知を活用しながら批判的
（critical）に分析・鑑賞・評価し，スポーツ・コ
ミュニケーションを創り出す（創造）能力」とし，
その外延には「① スポーツに関する知識・概念，
技能，② スポーツに関する知識・概念，技能を獲
得する方法，または獲得した知識・概念，技能を現
実のスポーツの分析・鑑賞・評価に適用するスキ
ル，③ スポーツに対する価値意識・態度（意欲・
興味を含む）」といった三つの要素から構成されて
いることを示している．
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